
（認定ＮＰＯ）じゃんけんぽん 地域共生社会づくりに向けた取り組み

地域共生型のまちづくりの実践 変化するニーズに柔軟な発想で対応

子どもから高齢者まで 健康な人もハンディのある人も
安心して暮らせる「助け合いと共生」のまちづくりを実践

高崎市にある「認定ＮＰＯ法人じゃんけんぽん」
は地域に根ざした活動を通じ、誰もが安心して暮ら
し続けることのできるまちづくりを実践している。

＜法人の理念＞
超高齢社会において、誰もが避けられない加齢そして

高齢化について、元気なうちから連続的に自助・互助・
共助で支えるシステム作りを目指す。
これを一体的に支える続ける法人であること。

高齢者が住み慣れた地域で安心して生活できるよ
う在宅生活を支えるサービスを基盤とし、子ども・
障害者・生活困窮者など幅広い分野をフォーマル・
インフォーマルサービスを組み合わせて展開。自
助・互助・共助で支えるシステムの構築により持続
可能な地域づくりを目指した活動を行っている。

高崎市概要（Ｒ４）
人口：370,257人
高齢化率：29.2％
面積：459㎢

インフォーマル事業フォーマル事業

共生型居場所3カ所
（9名)認知症対応型グループホーム

地域お気軽相談所3カ所
（3名)認知症対応型通所介護

見守り・配食サービス3カ所
(29名)小規模多機能型居宅介護

福祉有償運送2カ所
(29名)看護小規模多機能型居宅介護

認知症伴走型支援訪問看護
農福連携定期巡回・随時対応型訪問看護
子ども食堂・学習支援居宅介護支援
居住支援(19名)企業主導型保育事業所＜法人名の由来＞

じゃんけんは絶対的な勝ち手が
なく勝ち～負けが循環する＝時に
支え支えられる「互助の精神」を
大切にしたいという理事長の思い
を表現したもの
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○ＮＰＯの活動を持続可能にする取り組み

○フォーマルとインフォーマルなサービスの有機
的な連携により重層的な支援を実現

○地域のニーズに対応する幅広い事業展開

変化するニーズに柔軟な発想で対応

⇒寄附者が税制上の優遇措置を受けられるよう
認定ＮＰＯ法人を取得（群馬県初）、寄付金
を集めやすくすることで財政基盤を強化

⇒介護保険では対応できない部分をカバーし
利用者のニーズに細やかに対応

⇒事業ありきではなく、住民の多様なニーズに
応えた結果

※サービスの担い手は職員180名 ボランティア(有償含)
70名余りの大組織へ



○誰もがいつでも気軽に立ち寄れる地域の居場所
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ふれあいの居場所「近隣大家族」

○SNSの積極活用により活動内容を幅広く情報発信

幅広い活動を積極的に情報発信

共生型居場所づくりを通じた地域コミュニティの形成と包括的な支援

✓年齢や障害の有無に関わらず誰もが気軽に立ち寄れ
るコミュニティカフェを運営、多様なイベントを企
画し、地域に開かれたふれあいの場を提供(３カ所)

✓ボランティアによる配食サービスを通じた高齢者や
子どもの見守り支援

⇒ホームページ フェイスブック インスタグラム
Ｘ（旧ツイッター）等

✓多様な情報発信によりコミュニティの輪を広げる
✓新規支援者を増やし資金調達につなげる
✓職員やボランティア等の担い手確保につなげる

○事例発表会の定期開催
✓地域共生のまちづくりに挑む法人の取組を幅広く周知

✓多世代交流の輪が広がることで参加者自身が他者へ
の支援を行う「役割」を自然に担い、住民同士が生
活課題やニーズの解決を自ら行う


